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研究会メンバーの保険薬局薬剤師に、吸入指導依頼書を受け取ったときの対応についてまとめてもらいました。
このおたよりが皆様の指導のお役に立てば幸いです。
今後も役立つ情報をお届けできるよう、裏面のアンケートにご協力をお願いいたします。
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処方箋＋吸入指導依頼書＋吸入指導報告書を
ホッチキスで留めた状態で患者様が持参されました

初めての吸入指導時
他の薬剤師はどうやって
指導しているのだろうか？

方法２：メーカー提供のトレーナーで確認
各メーカーにて無料で提供あり。
吸入時の音が鳴れば吸入可。
ブリーズヘラーはカプセルの音と味（甘味）で吸入確認。
（エアゾール・エアロスフィアは吸気流速確認不要）

まずは、処方薬のデバイスを
吸入できる力があるか確認が必要

方法１：インチェックで確認
卸より購入可能。各デバイスのダイアルに
合わせて患者さんに吸ってもらうだけで、
吸入可能な力があるかが一目でわかる。

吸入不可時は疑義照会

吸入可能な他のデバイスをインチェックまたは
トレーナーで事前に確認し、現在の処方薬を吸入する力が
ないことを伝えてデバイス変更を医師に相談をする。
（疑義照会は代表番号に電話して行う）

吸入可能なデバイスが決まったら手技確認の準備

＊海南病院HP→診療科→薬剤部
→保険薬局の皆様へ→チェックリスト

＊実薬と同様に動かせるデモ器

吸入指導時は患者さんと
隣り合って指導を！！

※同じ向きの方がわかりやすい

吸入指導

①吸入薬の薬効・利点・定期吸入の必要性
②吸入する時間・吸入回数の確認
③デモ機を薬剤師・患者さん両者で持ち、
資料を見ながら操作確認・残数の確認

④操作が問題なければ、本日分として実薬を吸入

補助器具

＊エアゾール同調が難しい時：
エアロチャンバーの購入を勧める

＊握力・手指の障害あり：
メーカー提供の補助機を渡す

吸入指導報告書提出

実際に患者さんに吸入してどうだったかを記載して、
海南病院にFAXする。

吸入指導加算：３ヶ月に1回まで30点
（新たな吸入剤での指導時なら３ヶ月以内での算定可）

～初めての吸入指導依頼書～

（詳しくは吸入指導マニュアル参照）

（詳しくは
吸入指導マニュアル参照）



下記のいずれかの方法で回答をお願いいたします。

・本紙に記入してFAX送信：0567-66-1151（海南病院）
・Googleフォームで回答：下記のQRコード

① 今回の記事でよかった、ためになったと感じたことをご記入ください。

② 吸入指導を行う中で、困っていることや疑問に思っていることがありましたらご記入ください。

③ その他、ご意見やご感想などをご自由にお書きください。

＊吸入指導のエピソードもあれば、こちらにできるだけ詳細に記入してください。

最後に、差し支えなければ、施設・店舗名・氏名・連絡先（施設の連絡先でも可）をご記入ください。

＊吸入指導のエピソードについて、掲載の確認をさせていただく場合があります。

施設・店舗名（ ）ご氏名（ ）

メールアドレス（ ）

ご協力ありがとうございました。次回もお楽しみに！！

～症例紹介～

体験談募集中！！

皆さん、吸入指導で経験した珍しい出来事はありませんか？
教えていただける方は、アンケートに記入をお願いします。
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【患者背景】80代男性
CPFE（気腫合併肺線維症）疑いに対して、
スピオルトレスピマット導入のため吸入指導依頼書発行

【薬剤師による吸入手技判断】
問題なく使用可能

【判断理由】
実薬の吸入で吸い残しやエアー・ミスト漏れがない

【コメント】
最初回してからキャップを開けるなど、手順に不安がありま
したが練習により改善。同調に関しては１回目から問題あり
ませんでした。薬局上では問題ありませんでしたが、帰宅後
に分からなくなりそうなため、薬袋に手順を記入してお渡し
しました。

指導中は上手く吸入できていたのに、
翌日にいざ自分で実践すると、手順を
忘れてしまっていたり、上手く吸入で
きなくなってしまう患者さんも多くい
らっしゃいます。
今回の症例では、帰宅後も正しく吸入
出来るような工夫をしていただきまし
た。手順を確認しながら吸入できれば
患者さんも安心ですね。
ご報告ありがとうございました。

～アンケート～

回答受付2023年4月30日まで


